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令和５年度第１回（第５９回）地方独立行政法人鳥取県産業技術センター評価委員会 

 

１ 日 時  令和５年７月２０日（木）１０：００～１２：００ 

２ 場 所  （地独）鳥取県産業技術センター大会議室 

３ 内 容 

（１）産業技術センターから第４期中期目標期間の実績及び令和４年度実績について説明 

（２）質疑応答 

（○：委員の質問） 

○全体的に自己評価を拝見して、Ａ評価がすごく多い印象であったが、なぜＡの評価なの

かわかりにくい部分があった。 

 →（産業技術センター） 

・数値目標に関しては、すべてで目標を上回る実績であり、その中身についても、事

例を交えて説明させていただいたが、成果が出てきているものと考えている。 

○国際展開、グローバル需要獲得への支援はＢのまま。ここは、どのような改善策、手を

打っているのか聞きたい。 

 →（産業技術センター） 

・新型コロナの影響等もあり、県内企業が海外に打って出ようという動きがここ数年

少なかった。企業から相談があれば、境港の国際ビジネスセンターとも連携してし

っかりと支援を行っている。 

○機器設備の更新等については、コストパフォーマンス、ようは費用対効果をしっかり計

算して実施しているのか？ 

 →（産業技術センター） 

・企業の利用実態やアンケート等に基いてニーズを把握するなどしており、今後も、

費用対効果を適切に見極めて実施していきたい。 

○産業技術センターはすごく良いサービスを提供しており、しっかりと顔が見える企業は

活用が進んでいる反面、このようなサービスが受けられることを知らない企業がまだ

まだ多いと感じている。利用企業のすそ野を広げていかないといけないと思う。 

 →（産業技術センター） 

・アドバイスをありがとうございます。県内の主要な製造業についてはほぼ認知され

ていると思うが、利用企業のすそ野を拡大していく方策について考えていきたい。 
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○新型コロナの影響がある中よく頑張っている。しかし、素晴らしい事業活動を実施され

ていることが、あまり伝わっていないのではないか。広報の面でも以前と比べてかな

り良くなってきているが一層の努力が必要だと思う。 

 →（産業技術センター） 

・広報が良くなってきているという評価をありがたく思う。まだまだ足りない部分も

あると思うが、第５期へ向けて、さらに情報発信を強化していきたい。 

 

⇒質疑応答終了後、産業技術センター退出 

・評価方法、評価スケジュールの確認について、事務局から案内。 

 

（以上） 


